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1) 商品二郎， r人口学総論J，語4版. 1971年， 167--169へ ジ。
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44 (352) 第 121巻第6号
第2表プランス，イギリス，ドイツの自然動態率 仰の
三¥出生率 死亡率 自然増加率アン 11~ リ!ドイツ ス7-5ンIスイギリ1'1川， ユラン|アり|ドイツ
1841~1850 27.4 32.6 36.1 23.3 22.4 26.8 4.1 10.2 9.3 
1851~1860 26.3 34.1 35.3 23.9 22.2 26.4 2.4 11.9 89 
1861~1870 26.3 35.2 37.2 23.6 22.5 26.9 2.7 12.7 10.3 
1871~1880 25.4 35.4 39.1 23.7 21.4 27.2 1.7 14.0 11.9 
1881~1890 23.9 32.5 36.8 22.1 19.1 25.1 1.8 13.4 11.7 
1891~19凹 22.2 29.9 36.1 21.5 18.2 22.2 0.7 11.7 13.9 
1901~191O 20.6 27.2 33.0 19.4 15.4 18.7 1.2 1.8 14.3 
1911~1913 18.8 24.1 28.0 18.1 13.9 16.0 0.7 10.2 12.0 
1914~1919 12.4 20.1 20.8 19.0 15.0 15.0 -6.6 5.1 5.8 
1920 21.4 25.5 25.9 17.2 12.4 15.1 4.2 10.1 10.8 
1921~1925 19.4 19.9 22.1 17.2 12.2 13.3 2.2 7.7 8.8 
1926~1930 18.2 16.7 18.3 16.8 12.1 11.8 1.4 4.6 6.5 
1933 16.2 14.4 14.7 15.8 12.3 11.2 0.4 2.1 3.5 




1935~1939年 15.3 17.2 14.5 15.4 
1940 14.6 17.9 15.1 15.2 
1941 14.4 18.8 15.6 16.9 
1942 15.9 20.B 17:7 18.4 
1943 16.6 21.5 19.3 19.2 
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第4表各国の普通出生率 (r~) 
よ入¥国卜卜トル什レ岬ιギ牛斗←イ十卜フヲ叶ン九べ一ス，，1片西ドイ刊ぺ小ツイ十小|卜いイ付山…タ川川リけア山|はi引ペ中iトカ叶:アア川メ刈叶りオ|トト日一本
1950....54 16.7 19.5 16.1 18.3 15.5 15.5 27.7 24.5 23.7 
1955~59 17.0 18.4 16.9 18.0 14.5 15.9 27.8 24.6 18.2 
196 日~64 17.0 18.0 18.3 18.9 14.5 17.9 25.2 22.4 17.2 
1965..，69 15.4 17.1 16.8 18.3 15.0 17.4 18.8 18.2 17.8 
1970'-"'>74 13.8 16.5 11.6 16.3 13.7 14.7 16.4 16.2 19.3 




















46 (354) 第 121巻第6号
第5表各国の総再生産率 (人〕
ト~Iベ什フランス|百川イタリア|三2311ギり 日I~~ 日本
1966年 1.227 1.362 1.230 1.267 1.147 1.329 1.369 1.336 0.769 
1967 1.173 1.261 1.208 1.218 1.105 1.276 1.261 1.255 1.082 
1968 1.122 1.224 1.159 1.194 1.014 1.189 1.184 1.206 
1969 1.090 !.I96 1.2口0 0.938 1.189 1.162 1.201 
1970 1.168 0.979 1.163 0.943 1.156 1.122 1.207 1.030 
1971 1.177 0.931 1.151 0.957 1.154 1.061 1.109 1.040 
1972 1.017 1.139 0.833 1.140 0.933 1.056 0.986 0.986 1.040 
1973 0.965 1.160 0.750 1.110 0.913 0.979 0.937 0.924 1.040 
1974 0.905 0.735 0.915 0.904 0.990 
出所 国連「世界人口年鑑J.1975年版，イギリスはイングランドとウエールズ
第 6表各国の純再主産率 (人)
叶吋一|フランス|西ドイ 1ギリ I 7J HI~ メリ|日本|
1966年 1.179 1.323 1.177 1.207 1.121 1.294 1.319 1.288 0.745 
1967 1.131 1.261 1.156 1.157 1.243 1.217 1.213 1.050 
1968 1.082 1.224 1.109 1.134 0.992 1.160 1.14-5 1.166 
1969 1.060 1.196 1.140 0.919 1.160 1.124 1.161 
1970 1.168 0.937 1.105 0.924 1.126 1.085 1.168 1.010 
1971 1.177 0.891 1.094 0.939 1.124 1.026 1075 1.020 
1972 0.985 1.139 0.797 1.084 0.916 1.029 0.955 0.956 1.010 
1973 0.936 1.160 0.724 1.070 0.896 0.955 0.911 0.897 1.010 

































極貧 108人 147人 157人 200人
貧困 95 140 129 164 
快適 72 107 114 155 
極快適 65 107 96 153 
富裕 53 自7 63 




































4) E. A.リグリ 1rλロと歴まe.I，速水融訳ム 1971年-， 203-ヘー ク.
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体制的変動の分析J，人口問題研究所研究資料第152号， 1962年， 45く ジ。
町 相沢与一民はイギリス仁おける最低賃金法が成立する歴史的過程を分析することによって』婦
人と児童を主とする豊富なチープ・レ バー自存在により， [ti範な小工業車内工業が下請申度
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社会経済的原因についてのみふれることとする。















1801~1810 33.0 29.0 4.0 
1811~1820 31.8 26.1 5.7 
1821~，1830 31.0 25.2 5.8 
1831~1840 29.0 24.8 4.2 
1841~1850 27.4 23.3 4.1 
1851....1860 26.3 23.9 2.4 
1861~1870 26.3 23.6 27 
1871~1880 25.4 237 1.7 
181....1890 23.9 22.1 1.8 
1891~1900 22.0 21.5 09 
















10) 守尾理磨「人口理論。展開 I. 1948午.244ペー ジロ




















































































すると， 186C牛と1955年の比較ではドイツ67:144. スウェー デン38，215， イギリス51:182， 
アメりカ50:257，日本は1885年と1955年の比較で71:321と，いずれも大幅に上昇している。梅
村又次「賃金雇用農業J，196E年， 65へー ι


























































































































発達し士資本主義国における出生力低下とその社会経済的要因について (367) ，9 
h そしてまた国独資段階の今日では純再生産率が 1を割札人口が縮小再生
産のポテ yシャノレをもっに至るほどに出生率が低下する根拠があるのである。



















































15) マルクス「資本論J第巻大内細川訳， 19閏年， 745ページ。
16) マルクス，向上， 838ペーシ。
17) マルクス，同上， 781ベ ジ。




























る」と述べている。平山，フランスの社会保障ーその目標達成度， rνフアレンスJ252号， 1972 
年1月， 122へージ。なおプランス家族手当相Ult<o生成・発展については，上村政彦， フランス
家族手当の生成と発展， r国際社会保障研究J10号， 1973年3月を参照ロ
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であって，これらに関する人類の意識的・合目的的調整がおこなわれるのは生
産力が著しく発展し，かっ搾取のない社会においてのみであろう。
的なおつけ加えてお〈と，第二次大戦前後の出生率の反騰は，前述したよう
に，この間従来多産であった貧困層や農民層の出生カが低下しつづけたのに対
して，都市的・上流階層の出生刀の反騰がみられたことからすれば，資本家階
級や都市中間層および労働貴族層の出生力の反騰によってもたらされたと考え
られる。このことは同時に，独占段階以降，ことに国独資段階における出生率
の低下は，とりわけ貧困層十農民贈の出生率の低下によってもたらされたこと
を示す。
